
施策情報のグループ共有化 

①情報連携の取組み（ＥＤＩ化の推進、ＵＩ／ＵＸの取組み、ＩＴ推進の取組み）について 

  ＳＳＸ 九州西濃 沖縄西濃 東北西濃 二興倉庫 

 

 

 

現状 

（状況及び、 

課題） 

【ＥＤＩ化について】 

・大手顧客独自の送状印刷システムがあり、複数の運送会社を 

利用、当社のみKM２への切り替えは効率が下がるため不可 

・ＡＩ－ＯＣＲの撮影成功率の向上 

【ＩＴ推進】 

・法令対応（インボイス制度・電子帳簿保存法） 
・社内申請書類撲滅 

【ＥＤＩ化について】 

・最終目標１００％（９月目標９４．３％） 

・実績： ８９．０％ （前月より＋０．６％） 

【課題】 

・大量出荷荷主（既存荷主）への交渉不足 

→システム変更の手間等により交渉難航 

・少額荷主へのKM２獲得数が向上せず、月間

５０件程度の獲得で現状維持の状況 

 

【ＥＤＩ化について】 

・２店所のＡＩ－ＯＣＲが０枚となっている 

宜野湾：０枚、豊見城：１，４５３枚 

うるま：６８０枚、名護：０枚 

・目標７０％達成するために月１，７００枚の

ＥＤＩ化が必要 

【ＥＤＩ化について】 

・目標９５％／９月実績９５．３５％ 

・１００％＝▲４２８枚 

【課題】                         

KM２率／６４．１７％底上げ 

【ＥＤＩの推進】 

・お客様へのKM２提案の取組みを継続 

 対象先の見直し（追加） 

→１０件から１２件へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな取組み 

（課題解決策） 

 

 

 

【ＥＤＩ化について】 

・KM２未導入の既存荷主については、担当者の変更時や自社シス

テムの改修時に切り替えを継続してＥＤＩ化へお願いする 

・ＡＩ－ＯＣＲの撮影成功率向上に向け、成功率の低いドライバー 

からＳＩＳの協力の元、失敗例の写真を抜き取り、原因をピンポイ

ントで指導する 

【ＩＴ推進】 
・請求書訂正機能の構築、集約請求書鑑のシステム化、 

コンカー（経費精算システム）の導入 

・ワークフローシステムの導入 

・新規荷主はKM２、既存荷主はＥＤＩ交渉 

・大量出荷（月間２００枚以上）荷主向け 

（継続）店所長と情シス部長のペアで渉外を

行い、荷主のシステムを考慮した提案を行う 

（目標週１カ所） 

・少量出荷荷主向け 

（継続）ＳＤからのチラシ配布 

（新規）事務職からの電話案内（１日３件） 

（継続）プランナーからの対面説明 

※ＳＤ→事務職→プランナーの連携した導入

要請で荷主不安感を取り除き獲得数アップに 

つなげる 

・店所の自発的なＥＤＩ化推進 

（新規）各店所にＥＤＩ推進委員を設定し、店所

内の盛り上げを図る 

 

・３月時点で、宜野湾支店と名護（営）のＡＩ

－ＯＣＲが０枚となっていたため、個別 

指導を行う 

⇒９月度ＯＣＲ枚数 

宜野湾支店：１，８９７枚 

名護（営）：１４５枚 

・ＥＤＩ化率６０％以下、且つ、月１００枚以上

の顧客１４社のリストアップからＥＤＩ化 

交渉を進める 

・３月時点では、目標 

９５％＝４店所／１０店所加えて、２店

所の進捗が悪く店所の色ムラが課題

だった 

＜ＡＩ－ＯＣＲ＞                      

本社から毎週火／金データ配信          

乗務員別の指導徹底                

＜KM２導入＞                      

北／南東北・・サポートチーム編成         

新規荷主、未導入荷主へチーム渉外                 

【ＥＤＩ】 

・自社独自では保有の無いツールの利用

を含め、グループ全体でのメリットを生か

した提案を継続 

特に配送部分において、ＫＭ２の提案及

び利用促進を図り、ＥＤＩ化推進の取り組

みを進める 

 

 

 

 

効果・実績に 

ついて 

【ＥＤＩ化について】 
・２０２３年３月９３．３９％（ＡＩ－ＯＣＲ含む） 
・２０２３年９月現在９４．９１％（ＡＩ－ＯＣＲ含む） 
・セイノーグループ内で２位 ２０２３年度 ＥＤＩ化率目標 ９５．１２％ 

・大量出荷荷主向け 

ペア渉外実績 １１社（４～９月累計） 

成果⇒８社（原票８千枚）のＥＤＩ化を達成 

・少額荷主向け 

成果⇒KM２の獲得数６２件（累計３４９社） 

KM２、輸送情報交換、ＡＩ－ＯＣＲへの変更に 

おいてKM２獲得のみ伸長 

 

・沖縄西濃実績 

２０２３年３月：ＥＤＩ化率：５４．６％ 

２０２３年９月：ＥＤＩ化率：６０．９％ 

※宜野湾支店、名護（営）のＯＣＲ普及に 

より６．３％改善 

 

・３月／９３．９６％⇒９月／９５．６７％  

６店所達成 

未達店所                       

石巻／９３．５３％、古川／９２．６１％          

米沢／９４．３５％、新庄／９４．９２％           

未達店所ももう一歩の水準であり、        

課題だった店所の色ムラも解消できた        

【ＥＤＩ】 

・既に導入していただけた先の利用促進 

→導入先：９件 

未だ確定していない仕掛り１件に加

え、見直しにより２件を追加、引続き

取り組みを継続 

進捗率：６６．７％ 

 

  

   

 

ポイント 

   

  

【ＥＤＩ化について】 

・非ＥＤＩ荷主は、切り替えタイミングが大事であり時氣を逸しない事 

・ＡＩ－ＯＣＲの撮影成功率を高め維持させる為、各店でデータの 

可視化にて意識を持たせる 

・特殊原票・他社原票についても、ＨＴでデータ取り込みが可能とな

ればと思う 

 

・店所が考えて実行していく「自発的なＥＤＩ化を

推進し、停滞しているＥＤＩ化のスピードアップ

を図っていく 

・新規荷主はKM２導入、既存荷主はＥＤＩ化を 

継続して進める 

 

・既存のロジ顧客の約７００枚／月が非ＥＤＩ

となっていることから、輸送情報交換シス

テムで解決していく 

・３社で１，０００枚／月を超える顧客を 

ターゲットにＥＤＩ化交渉を進める 

 

・KM２率／６４．１７％の底上げ              

作業の効率化⇒KM２率／８０％            

ＯＣＲ撮影＝ＳＤ負担                 

ＥＤＩ化率はKM２導入で向上する 

・お客様への「お困りごと」 

聞き取りの中で提案を実施 

 




